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学 位 論 文 内 容 の 要 旨

論 文 審 査 結 果 の 要 旨

骨や歯などの硬組織に対する接着能をもった多機能生体材料は医科歯科領域の組織工学

や再生医療に必要とされている。我々は骨や歯のアパタイトに対して接着能をもった新た

な生体適合性材料リン酸化プルランを発明した。本研究は、in vitro および in vivo におけ

るリン酸化プルランの特性を評価することを目的とした。in vitro では、リン酸化プルラン

およびリン酸化プルランと β-TCP の複合体は、現在臨床使用されている生体材料であるポ

リメチルメタクリレートやリン酸カルシウムセメントよりも優れた力学特性を示した。ま

た、マウス、ウサギ、ブタを用いた動物実験では、リン酸化プルラン/β-TCP 複合体は非常

に優れた骨誘導能を示した。これらの結果から、リン酸化プルラン/β-TCP 複合体は骨組織

工学に有用な生体材料と考えられた。 
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